


 

 

(日本工業規格 Ａ列４番) 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 別紙３のとおり 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和５年度）実績】       

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 汚泥 

排 出 量 7,376 459ｔ 

（これまでに実施した取組） 

予定搬入が大幅に増えたことにより、排出目標数値との乖離が大

きくなった。 

プラ素材の選別は、概ね良好である。 

 

 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 汚泥 

排 出 量 8,420ｔ 510ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 設備更新を実施済み。 

歩留まりアップによる処理量から発生する廃棄物の割合を削減す

る。 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

① 現状 
（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

ポリエチレンとポリプロピレンを主に選別回収した。 

③ 計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

これまで回収してきた品目に加え、落札自治体の特性にあった回

収をし、廃棄物の削減に取り組む。 

 
















